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プログラ࣒評価のための生Ꮡ可能ࢩステ࣒ࣔデルによる事౛分析 

 
 （田原ᩗ一郎㸦未来工研）㸪高ᶫ┿࿃㸦᪩✄田大ۑ

 

 

 
㸯㸬はじめに 
本✏は、Beer の「生Ꮡ可能ࢩステ࣒ࣔデル㸦Viable System Model: VSM）」をもとに➹者らが㛤発

した「プログラ࣒評価のための生Ꮡ可能ࢩステ࣒ࣔデル」を現ᐇの➇த的資金プログラ࣒を㐠用する公

的資金配分機関に㐺用し、ᚲ要とされる評価機能の観Ⅼから⤌⧊構造のጇᙜ性についての᳨ドを行うと

ともに、ࣔデルのᨵၿⅬを抽出することを目的としている。 
➇த的資金とは、➨ 3 ᮇ科学ᢏ⾡基本計画の定⩏にᚑうと、「資源配分主యがᗈく研究㛤発課題等を

ເり、ᥦ᱌された課題の中から、ᑓ門ᐙをྵࡴ」ᩘの者による科学的・ᢏ⾡的な観Ⅼを中心とした評価

に基づいてᐇ᪋す࡭き課題を᥇ᢥし、研究者等に配分する研究㛤発資金」であり、➇த的資金プログラ

である。現ᅾ、この種の資金をᨻ策的にᣑ充する一方、その評価のあり方ࡳ⤌はその㐠用・⟶理の仕࣒

をᕠっては「プログラ࣒評価」を↔Ⅼとした大きな見┤しが行ࢃれており 1、そのලయ的な࢞イドライ

ンとなるᯟ⤌ࡳをᥦ♧することが本研究の最⤊的な≺いである。 
 
㸰㸬プログラ࣒評価のための生Ꮡ可能ࢩステ࣒ࣔデル 
㸦1）VSM と「プログラ࣒評価のための VSM」 

VSM は、ࢧイバネティクスの原理を⤌⧊ࢩステ࣒に㐺用し、環境とࢩステ࣒の多様ᗘのᴫ念を用い

て、᭷ຠな⤌⧊をつくるためのデ᩿のᯟ⤌ࡳ㸦ࣔデル）をᥦ౪しようとするものである。⤌⧊が生Ꮡ可

能であり続けるためには⤌⧊が┤㠃する外部環境に㐺ᛂするᚲ要があり、Beer はそのためのࢩࣈࢧス

テ࣒として 5 つの基本的な要⣲を同定した。5 つの要⣲とはすなࡕࢃ、「ᐇ᪋㸦ࢩステ࣒ 1）」、「調 㸦ᩚࢩ

ステ࣒ 2）」、「㐠用⟶理㸦ࢩステ࣒ 3）」、「発展㸦ࢩステ࣒ 4）」、「方㔪㸦ࢩステ࣒ 5）」である。VSM は、

これらの 5 つの要⣲の機能が෌ᖐ的㝵ᒙ構造を᭷していることにその特ᚩがあり、それぞれの要⣲の機

能間関ಀにこそࢩステ࣒が」㞧な環境に㐺ᛂするための本㉁がある㸦田原・高ᶫ 2011）。 
「プログラ࣒評価のための VSM」は、この VSM のᯟ⤌ࡳを᥼用し、資金配分機関が➇த的資金プロ

グラ࣒を㐠用・⟶理する上でഛえる࡭き機能と機能間の関ಀをつ範的につ定したものである。ྛ機能ཬ

が本㉁的に重要であるが、評࣒ステࢩ機能間関ಀを᭷ຠにస動させるためには「ኚ化」をᤊえる情報ࡧ

価はその主要な部分を担っている。「プログラ࣒評価のための VSM」は、それぞれの機能を担う主యが

「᥈知ჾ」としての評価を通じてᚲ要とする情報をᥗࢇでいるか、それらの情報を㐺ษにฎ理できる「ຠ

果ჾ」をලഛ、配⨨しているかといった観Ⅼから、プログラ࣒を㐠用する⤌⧊の構造上のၥ題Ⅼをデ᩿

する。 
このࣔデルにおける 5 つのࢩࣈࢧステ࣒は、ḟ⾲のように定⩏づけられる。ࢩステ࣒ 2㹼5 は「࣓タ

࣒ステࢩクト㸦࢙の目的に┤᥋関ಀする活動を行うプロジ࣒れ、プログラࡤとも࿧「࣒ステࢩ 1）が㐺

正に機能するようᨭ᥼する役๭を担っている。また、ࢩステ࣒ 1㹼3 は「自ᚊ的㐠Ⴀ」と࿧ࡤれ、プロ

グラ࣒をྲྀりᕳく外部環境の๻的なኚ化がない場合、つ定のᯟ⤌ࡳの中で上఩の意ᛮỴ定者のุ᩿を௮

をྲྀりᕳく外部環境のኚ化をᤊえ、そ࣒ことなく内的安定性や業務の最㐺化を⥔持できる。プログラࡄ

れを情報としてࢩステ࣒ 3のプログラ࣒㐠Ⴀ主యや⤌⧊としての意ᛮỴ定を行うࢩステ࣒ 5にఏ㐩する

役๭を担うのがࢩステ࣒ 4 である。ࢩステ࣒ 5 は、⤌⧊の࣑ッࣙࢩンをᐇ現するための手ẁとしてプロ

グラ࣒をタ定、そのための評価・࣐ネジ࣓ントࢩステ࣒を構築する。ࢩステ࣒ 4 の情報を基に、外部環

境に㡰ᛂするようᚲ要にᛂじてプログラ࣒のᨵᗫや評価・࣐ネジ࣓ントࢩステ࣒の見┤しを行う。 
一⯡的な VSM との最も大きな相㐪Ⅼは、ࢩステ࣒ 1 を担うྛプロジ࢙クトがプログラ࣒㐠Ⴀഃとは

別の⤌⧊にᡤ属していることにある。また、ಶ々のプロジ࢙クトが他のプロジ࢙クトに対し⊂❧した関

ಀにあり、したがって、基本的にはプロジ࢙クト間での┤᥋的な相஫స用は全くないか、プログラ࣒の

                                                   
1 研究㛤発評価ࢩステ࣒のᅾり方に関する᳨ウワーキンググループ『研究㛤発評価ࢩステ࣒の充ᐇに向

けた᳨ウのとりまとめ』㸦ᖹᡂ 24 年 8 ᭶ 31 日） 
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資源ไ⣙内でのண⟬配分等間᥋的な影響にとどまっている。 
もう 1 つの大きな㐪いは、෌ᖐレ࣋ル 0 との関ಀ性である。これはࣔデルの本㉁的な相㐪Ⅼというよ

り、対象とするセクターの性㉁に㉳因するものであるが、プログラ࣒を㐠Ⴀする公的資金配分機関には

┬庁等のᨻ策ᙧᡂ機関が上఩⤌⧊としてᏑᅾし、法的に機関の自ᚊ性をไ㝈している。この自ᚊ性の⛬

ᗘはᅜ等によって異なるが、Ẹ間セクターにおける⤌⧊の生Ꮡ可能性がᕷ場࣓カ࡬࣒ࢬࢽの㐺ᛂでᤊえ

られるのに対し、公的セクターにおけるそれは法ᚊのᨵ定やᨻ἞的な状ἣのኚ化といったேⅭ的な環境

にᕥྑされる。 
 

⾲ 1㸸VSMとプログラ࣒評価のためのVSMとのẚ㍑ 2 
評価のための࣒VSM プログラ ࣒ステࢩࣈࢧ  VSM 

 

自
ᚊ
的
㐠
Ⴀ

ᐇ᪋ 
㸦ࢩステ࣒ 1） 

⤌⧊の目的に┤᥋関ಀする活動をᐇ᪋。௵意

のᩘの㐠Ⴀ要⣲に分ゎされ、それぞれ外部の

環境と⊂自の関ಀ性を保持。 

プログラ࣒の目的࡬の㈉献がᮇᚅされる௵

意のᩘのプロジ࢙クトで構ᡂ。᥇ᢥᑂ査を⤒

て㑅定。ྛ プロジ࢙クトのᐇ᪋者はプログラ

 。㐠Ⴀഃと⊂❧した⤌⧊にᡤ属࣒

࣓タ

࣒ステࢩ

 

調ᩚ 
㸦ࢩステ࣒ 2） 

࣒ステࢩ 1 が⤌⧊全యの一部として機能し

つつ最大㝈の自ᚊ性を確保できるよう、ࢩス

テ࣒ 1 間の調࿴をᅗる機能。ࢩステ࣒ 1 の

ྛ要⣲が⤌⧊の目的に対し一య的に機能す

るためのつ๎やつไからᡂ❧、㡰Ᏺす࡭き法

的要件もྲྀり㎸ࡴ。 

᥇ᢥされたプロジ࢙クトの自ᚊ性を最大㝈

確保しつつ、プログラ࣒の目的とྛプロジ࢙

クトの活動との間に㱈㱒が生じないよう調

ᩚ活動をᐇ᪋。そのためのつ๎やつไ等を㐠

用。 

㐠用⟶理 
㸦ࢩステ࣒ 3） 

㐍行中の業務に全⯡的な㈐௵を持つ。ࢩステ

࣒ 2 が発௧したつ๎やつไが㡰Ᏺされてい

るかを「┘査」する機能㸦ࢩステ࣒ 3*）を

᭷し、ࢩステ࣒ 1 の㐠Ⴀไᚚとே事や㈈務な

どのࢧーࣅス・࣐ネジ࣓ントをᐇ᪋。ࢩステ

࣒ 1 のྛ要⣲との間でターࢤットとᚲ要資

源の合意ᙧᡂを行う㝿に、「資源をᕠるྲྀᘬ」

をᐇ᪋、そのᚋは基本的にࢩステ࣒ 2 と 3*
を通じ間᥋的に௓ධ。 

ᡤ定の᥇ᢥᑂ査手続きに基づきプロジ࢙ク

トを㑅定、ྛ プロジ࢙クトとの間でᚲ要ண⟬

等のྲྀᘬを行う。᥇ᢥᚋはࢩステ࣒ 2 の発௧

したつ๎やつไが㡰Ᏺされているかを「┘

査」機能を通じてᢕᥱ、ᚲ要にᛂじてྛプロ

ジ࢙クトに௓ධ。 
 

 発展 
㸦ࢩステ࣒ 4） 

⤌⧊の環境全యにಀる重要な情報をᤊえ、そ

れをᚲ要にᛂじてࢩステ࣒ 3 や⤌⧊全యの

方向性に㈐௵を᭷するࢩステ࣒ 5 にఏ㐩。事

業の指௧室となる࡭き機能。 

プログラ࣒が対象とするၥ題㡿域の全యに

ಀる重要情報をᤊえ、ᚲ要にᛂじてࢩステ࣒

3 やࢩステ࣒ 5 にఏ㐩。 

方㔪 
㸦ࢩステ࣒ 5） 

事業全యの方向性について㈐௵を負う。自ᚊ

的㐠Ⴀを代⾲するࢩステ࣒ 3 とᑗ来志向で

外向的に環境とつながるࢩステ࣒ 4 との間

のバランスに配慮し、⤌⧊が内部の安定によ

る฼┈を⥔持しながら、ᚲ要にᛂじて外部環

境に㡰ᛂするよう意ᛮỴ定を行う。 

プログラ࣒全యの方向性について㈐௵を負

う。⤌⧊の࣑ッࣙࢩンをᐇ現するための手ẁ

としてプログラ࣒をタ定、プログラ࣒目的に

㐺合的なプロジ࢙クトが㑅定されるよう᥇

ᢥᑂ査ࢩステ࣒や࣐ネジ࣓ントࢩステ࣒を

構築。主要な役๭はプログラ࣒関与者と外部

の要ồをᆒ⾮させることであり、ࢩステ࣒ 4
からの情報を基に、プログラ࣒のᨵᗫや評

価・࣐ネジ࣓ントࢩステ࣒の見┤しを行う。 
 
㸦2）ࢩࣈࢧステ࣒と評価 

௨上で定⩏した「࣓タࢩステ࣒」としてのࢩステ࣒ 2㹼5 のそれぞれについて、機能を㐺正に発᥹す

るためにồめられる情報との関ಀで、評価の機能をᩚ理する。 
まず、プログラ࣒のタ計ẁ㝵においては、ࢩステ࣒ 5 がプログラ࣒を通じてලయ的にどのような価್

を生ࡳ出そうとするのかの方㔪を定め、目的や目ᶆを明確化し、プログラ࣒の㐠Ⴀにᚲ要な資源やయไ、

つ๎、手続き等をタ定する。プログラ࣒の目的や目ᶆは、⤌⧊の࣑ッࣙࢩンや⤌⧊外からの要ồをもと

に範ᅖが⤠り㎸まれるが、そのලయ化にあたっては調査・分析等の結果から得られるエࣅデンスに基づ

くᚲ要がある。その役๭を担うのがࢩステ࣒ 4 である。ᙧᡂされたプログラ࣒᱌は、プログラ࣒として

の事๓評価プロセスにかけられ、それを㋃まえて最⤊的なỴ定が行ࢃれる。プログラ࣒の構ᡂ要件を♧

すᯟ⤌ࡳである ROAMEF に基づくと、プログラ࣒をᐇ㝿に㐠用する๓のẁ㝵において、ձプログラ࣒

                                                   
2 VSM のゎㄝについては、Jackson 2003, ᮌᔱ・中ᲄ⦅ 2007 を参↷。 
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つ๎、手続き等をタ定する。プログラ࣒の目的や目ᶆは、⤌⧊の࣑ッࣙࢩンや⤌⧊外からの要ồをもと

に範ᅖが⤠り㎸まれるが、そのලయ化にあたっては調査・分析等の結果から得られるエࣅデンスに基づ

くᚲ要がある。その役๭を担うのがࢩステ࣒ 4 である。ᙧᡂされたプログラ࣒᱌は、プログラ࣒として

の事๓評価プロセスにかけられ、それを㋃まえて最⤊的なỴ定が行ࢃれる。プログラ࣒の構ᡂ要件を♧

すᯟ⤌ࡳである ROAMEF に基づくと、プログラ࣒をᐇ㝿に㐠用する๓のẁ㝵において、ձプログラ࣒

                                                   
2 VSM のゎㄝについては、Jackson 2003, ᮌᔱ・中ᲄ⦅ 2007 を参↷。 

タ定の理⏤・఩⨨づけの明確化(Rationale）、ղ᳨ド可能な目ᶆのタ定(Objectives）、プロジ࢙クトに対
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௨上の評価の機能は相஫にᐦ᥋に関連しており、⤌⧊内外の意ᛮỴ定ࢩステ࣒との関ಀ性をྵめ、一

య的に機能する評価ࢩステ࣒として構築されるᚲ要がある。 
 
㸱㸬事౛分析 
㸦1）分析対象 

ここでは、知的価್の๰出を┤᥋的な目的とする科学研究費⿵ຓ金のようなプログラ࣒ではなく、よ

り」㞧な社会的価್のᐇ現を目指すプログラ࣒ཬࡧその㐠Ⴀ機関を事౛としてとりあࡆ、「プログラ࣒

評価のための VSM」を㐺用する。ලయ的には、㸦⊂）科学ᢏ⾡᣺⯆機構社会ᢏ⾡研究㛤発センター㸦௨

ୗ、RISTEX）が㐠Ⴀする「ᡓ␎的๰造研究᥎㐍事業㸦社会ᢏ⾡研究㛤発）」を対象に分析を行った。な

お、「ᡓ␎的๰造研究᥎㐍事業㸦社会ᢏ⾡研究㛤発）」として、2012 年 9 ᭶現ᅾで 5 㡿域・3 プログラ࣒

が㐠用されているが㸦௨ୗ、いずれもプログラ࣒と࿧ࡪ）、これらにඹ通して『ᡓ␎的๰造研究᥎㐍事

業㸦社会ᢏ⾡研究㛤発）にಀる課題評価の方法等に関する㐩㸦௨ୗ、「㐩」）』㸦ᖹᡂ 24 年 3 ᭶ 30 日ᨵ正）

が㐺用されており、ここではこの内容を中心的な᳨ウの対象とした。なお、す࡭ての評価における事務

ᒁは RISTEX の௻画㐠Ⴀ室である。 
 
㸦2）デ᩿結果 
ձプログラ࣒のタ計ẁ㝵ཬࡧ⤊஢ẁ㝵における評価 

RISTEX 内スタッࣇが文献調査や外部の᭷識者・฼ᐖ関ಀ者࡬のࣄアリング、ワークࣙࢩップなどを

㋃まえてプログラ࣒の❧᱌を行い、᭷識者により構ᡂされる「社会ᢏ⾡研究㛤発主┘会㆟」㸦ᪧ㐠Ⴀ༠

㆟会）による事๓評価を⤒てỴ定される。その㝿、プログラ࣒の㐠Ⴀ㈐௵者である㡿域⥲ᣓの㑅定も行

う。「㐩」によれࡤ、プログラ࣒の⤊஢ẁ㝵における事ᚋ評価の結果を「௒ᚋの事業㐠Ⴀのᨵၿに資す

る」ために用いるとされているが、いずれもが時㝈௜プログラ࣒であり、プログラ࣒が対象とする社会

的ၥ題は新つプログラ࣒には基本的にᘬき⥅がれない。この事ᚋ評価を行うのは一⩏的には研究㛤発㡿

域ࡈとにタ⨨される「㡿域評価ጤဨ会」であり、そのᚋ「ぶጤဨ会」による 2 ẁ㝵評価が行ࢃれる。 
これらの仕⤌ࡳを VSM に基づいてデ᩿するとḟの通りである。まず、「社会ᢏ⾡研究㛤発主┘会㆟」
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が研究㛤発㡿域㸦プログラ࣒）のタ定およࡧᨵᗫについて༠㆟する「評価者」という఩⨨づけであるが、

特にᨵᗫに関して、中間・事ᚋ評価において「┘査」機能を担う「㡿域評価ጤဨ会」との関ಀが「㐩」

において明♧的に定められていない。また、事๓評価ẁ㝵においては評価事務ᒁである௻画㐠Ⴀ室がࢩ

ステ࣒ 4を担う一方で被評価者でもあるという構造になっており、意ᛮỴ定の㈐௵構造が୙明確である。 
ྛプロジ࢙クトは、ᚋ㏙のように、研究㛤発をᐇ᪋すると同時に、プロジ࢙クトが生⏘するプロトタ

イプを現ᐇの社会࡬ᑟධ、定╔させることに㈐௵を持っている。࣐ネジ࣓ントグループ㸦MG）はその

ᨭ᥼を行うが、プログラ࣒が対象とするၥ題㡿域全యにಀる情報をᢕᥱすることはなく、プロジ࢙クト

にᶓ᩿的な࣓タなၥ題を認識することができない。つまり、ࢩステ࣒ 1 が自ら持つリࢯースを㉸えるᒁ

ᡤ的なၥ題に㈐௵を持たなけれࡤならないࢩステ࣒になっている。ࢩステ࣒ 2 はその調ᩚ機能を通じて

࣒ステࢩ 1 のᨭ᥼を行うが、ࢩステ࣒ 4 の発展機能がᙅいために、プログラ࣒が┤㠃する環境全యにつ

いての情報をᢕᥱできない。そのため、ࢩステ࣒ 1 の௓ධを通じて得られたᒁᡤ的ゎの⥲࿴௨上の情࡬

報は得られず、プログラ࣒としての生Ꮡ可能性は、ࢩステ࣒ 1 の活動に౫Ꮡするᙧとなっている。この

ことは、ࢩステ࣒ 1  。の過๫な௓ධをチしてしまう可能性を♧၀している࡬
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ᅗ 1㸸RISTEX の࡬ VSM の㐺用 
 
ղプログラ࣒の㐠用ẁ㝵 

RISTEX におけるプロジ࢙クトの評価は、1）プログラ࣒目的に最もよく㈉献するとᛮࢃれる⏦ㄳ者

からのᥦ᱌を᥇ᢥし、᥇ᢥᚋにおいては 2）プロジ࢙クトをᡂຌにᑟく࡭く㐺ᐅ௓ධを行い、研究㛤発

⤊஢ᚋに 3）プロジ࢙クトのᡂ果についての⥲ᣓ的な価್づけを行う一連のプロセスである。 
このプロセスのうࡕ 1）の評価は、外部᭷識者である「㡿域⥲ᣓ」が「㡿域⿵బ」ཬࡧ「㡿域アドバ

イザー」の༠ຊを得て行うとされている。᥇ᢥᑂ査については、研究㛤発の内容、యไ、計画のᐇ現可

能性の観Ⅼから、書㠃ᑂ査ཬࡧそれを通過したᥦ᱌に対する㠃᥋ᑂ査の2ẁ㝵で合㆟ไにより行ࢃれる。

特に評Ⅼ化は行っておらず、᭷識者の知見に౫Ꮡするᙧになっている。したがって、᥇ᢥに⮳るᛮ考の

過⛬が明♧化されず、ᑂ査のጇᙜ性をุ᩿するものは事ᚋ的な結果のᡂྰに㢗るしかない。 
 ᥇ᢥᚋは、ྛプロジ࢙クトに対し、MG が調ᩚ的な௓ධを㐺ᐅᐇ᪋する。プログラ࣒にඹ通して行ࢃ

れているྲྀり⤌ࡳとしては、࢙ࣇローを中心とした MG ࣓ンバーによるࢧイトࣅジットや㡿域全య会㆟
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ᡤ的なၥ題に㈐௵を持たなけれࡤならないࢩステ࣒になっている。ࢩステ࣒ 2 はその調ᩚ機能を通じて
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ᅗ 1㸸RISTEX の࡬ VSM の㐺用 
 
ղプログラ࣒の㐠用ẁ㝵 

RISTEX におけるプロジ࢙クトの評価は、1）プログラ࣒目的に最もよく㈉献するとᛮࢃれる⏦ㄳ者

からのᥦ᱌を᥇ᢥし、᥇ᢥᚋにおいては 2）プロジ࢙クトをᡂຌにᑟく࡭く㐺ᐅ௓ධを行い、研究㛤発

⤊஢ᚋに 3）プロジ࢙クトのᡂ果についての⥲ᣓ的な価್づけを行う一連のプロセスである。 
このプロセスのうࡕ 1）の評価は、外部᭷識者である「㡿域⥲ᣓ」が「㡿域⿵బ」ཬࡧ「㡿域アドバ

イザー」の༠ຊを得て行うとされている。᥇ᢥᑂ査については、研究㛤発の内容、యไ、計画のᐇ現可

能性の観Ⅼから、書㠃ᑂ査ཬࡧそれを通過したᥦ᱌に対する㠃᥋ᑂ査の2ẁ㝵で合㆟ไにより行ࢃれる。

特に評Ⅼ化は行っておらず、᭷識者の知見に౫Ꮡするᙧになっている。したがって、᥇ᢥに⮳るᛮ考の

過⛬が明♧化されず、ᑂ査のጇᙜ性をุ᩿するものは事ᚋ的な結果のᡂྰに㢗るしかない。 
 ᥇ᢥᚋは、ྛプロジ࢙クトに対し、MG が調ᩚ的な௓ධを㐺ᐅᐇ᪋する。プログラ࣒にඹ通して行ࢃ

れているྲྀり⤌ࡳとしては、࢙ࣇローを中心とした MG ࣓ンバーによるࢧイトࣅジットや㡿域全య会㆟

と࿧ࡤれるプログラ࣒関ಀ者をᶓ᩿的に集めた合ᐟᙧᘧの会合がある。また、「㡿域評価ጤဨ会」が㐺

ᐅ中間評価をᐇ᪋することとなっている。その㝿、評価項目となるのは「研究㛤発の㐍䬖状ἣと௒ᚋの

見㎸ࡳ」、「研究㛤発ᡂ果の現状と௒ᚋの見㎸ࡳ」、「その他」である。これは、プログラ࣒の目的とྛプロジ

♧クトの活動との間に㱈㱒がないという๓ᥦでの評価であり、これは、ᚋ㏙するように、日ᖖ的な調ᩚ活動の重要性を࢙

၀している。 
RISTEX のプログラ࣒は、科学的価್の๰出を目指す通ᖖの研究㛤発プログラ࣒とは異なり、社会的

ၥ題ゎỴに向けたᡂ果の社会ᐇ⿦をྛプロジ࢙クトにồめており、特᭷のᅔ㞴性がある。ᅔ㞴性の➨一

は、研究㛤発のᐇ᪋者ഃに㉳因するものである。通ᖖ研究者は、RISTEX のồめる研究とᐇ㊶の୧者を

㏣ồするような活動を行っているࢃけではない。研究者はこれまで⤒験したことのないプロジ࢙クト・

ネジ࣓ントをồめられることになり、その㐠Ⴀᨭ᥼がḞかせない。よりỴ定であるのは、᥇ᢥẁ㝵で࣐

す࡭ての要件をලഛしたᥦ᱌を㑅ᢤすることはᅔ㞴であるࡤかりでなく、୙㐺ษである場合が多いとい

うことである。ᐇ⿦のᐇ現可能性をཝᐦにồめることは研究㛤発ᐇ᪋者の持つ資源にす࡭てをゆだࡡる

ことになり、₯ᅾ的に大きなインパクトをもたらしうるᥦ᱌を᤼㝖しかࡡない。ྛプロジ࢙クトには目

ᶆ㐩ᡂに向けて学⩦しながら研究㛤発を㐍めることがồめられるため、MG としてはその学⩦ᨭ᥼を行

うことが重要になる。 
こうした㐠Ⴀᨭ᥼ཬࡧ学⩦ᨭ᥼を行う上では、ḟのようなᅔ㞴性がある。通ᖖの⤌⧊とは異なり、「ᐇ

᪋」を担うྛプロジ࢙クト㸦ࢩステ࣒ 1）が、⤌⧊外のアクターによって担ࢃれることである。つまり、

࣒ステࢩ 1 内の構ᡂをࢩステ࣒ 1 自㌟が定⩏するなど⤌⧊構造が可ኚ的であり、ᙉไຊの行౑にはおの

ずと㝈⏺がある。MG によるྛプロジ࢙クト࡬の௓ධが୙調に⤊ࢃる場合、プロジ࢙クトのᡴࡕษりを

行ったり、ண⟬等のリࢯースをไ㝈するなどไ⿢的なᥐ⨨をとることもあるが、プログラ࣒によってそ

の方㔪にはバラࢶキがある。こうした方㔪の㐪いは明確な᰿ᣐに基づくものではなく、ྛプログラ࣒を

㐠Ⴀする MG のႠⅭにጤࡡられている。 
➨୕者である「㡿域評価ጤဨ会」によって行ࢃれるྛプロジ࢙クトに対する事ᚋ評価は、㠀関ಀ者の

どⅬでᡂ果の価್を同定し、ㄝ明㈐௵を果たすために行ࢃれている。すな1、ࡕࢃ）ཬࡧ 2）における評

価がᨭ᥼的評価であるのに対し、査定的なഃ㠃がᙉく性᱁の異なるものである。ただし、研究㛤発のᐇ

᪋ẁ㝵で MG が㐺ᐅ௓ධしており、その意࿡ではプロジ࢙クトに対しᖖ時プログラ࣒㐠Ⴀഃからの評価

が行ࢃれているともいえる。したがって、この種の事ᚋ評価においてはプロジ࢙クトに対する௓ධの㐺

ษ性とあࢃせて評価が行ࢃれるᚲ要がある。 
௨上を VSM の観Ⅼでデ᩿すると、ḟの通りである。まず、ࢩステ࣒ 3 は、ࢩステ࣒ 1 のೃ⿵の中か

ら、プログラ࣒の目的に最もよく㈉献するとᛮࢃれるものを㑅定する。ただし、ࢩステ࣒ 1 内の構ᡂを

࣒ステࢩ 1 自㌟が定⩏するなど⤌⧊構造が可ኚ的であり、同一のᑂ査基‽で᥇ᢥを行っても、事๓のẁ

㝵でプログラ࣒がᮇᚅする機能を十分に果たし得るか୙確ᐇ性が高い。そのため、ࢩステ࣒ 2 は、ࢩス

テ࣒ 1 のྛ要⣲を観察し、それらが十全に機能を果たせるようᨭ᥼的に௓ධを行う。ࢩステ࣒ 2 による

࣒ステࢩ 1 ࣒ステࢩ、る場合ࢃ⤊の௓ධが୙調に࡬ 1 の活動を೵Ṇしたり、ࢩステ࣒ 1 のリࢯースをไ

㝈するなどไ⿢的なᥐ⨨をとることもあるが、プログラ࣒によってその方㔪にはバラࢶキがある。また、

࣒ステࢩ 2 の活動をࢩステ࣒ 1 がᨭ᥼的と感じるかᢚᅽ的と感じるかも、ࢩステ࣒ 2 を担う担ᙜ者の⿢

㔞に౫Ꮡするࢩステ࣒となっている。 
 プログラ࣒に対する中間・事ᚋ評価では、ྛプロジ࢙クトに対する評価や調ᩚ活動のጇᙜ性をྵめて

評価を行うᚲ要があり、本来、被評価者であるࢩステ࣒ 3 よりも上఩のࢩステ࣒が評価を担う࡭きであ

るが、ࢩステ࣒ 3 の一部として「┘査」を担う「㡿域評価ጤဨ会」が評価を行っており、機能㝵ᒙが未

発㐩というၥ題がある。また、プロジ࢙クト間の調ᩚを担うࢩステ࣒ 2 と、プログラ࣒の㐠Ⴀに㈐௵を

持ࢩ、ࡕステ࣒ 2 による活動のᨵၿを担うࢩステ࣒ 3 が未分化であるため、ࢩステ࣒ 2 ཬࡧ 3 の機能に

対する評価が十分に行えず、ࢩステ࣒ 1 に㈐௵をᖐ属させる構造となっている。つまり、プログラ࣒内

におけるࢩングルループ学⩦のための明♧的な機能がなく、MG内のẼづきの範ᅖ内にとどまっている。 
 
㸲㸬結ࡧにかえて 
 ௨上、VSM をもとに➹者らが㛤発した「プログラ࣒評価のための VSM」を、現ᐇの➇த的資金プロ

グラ࣒を㐠用する公的資金配分機関に㐺用し、ᚲ要とされる評価機能の観Ⅼから⤌⧊構造のጇᙜ性につ

いての᳨ドを行った。これらを通じ、このࣔデルがつ範的な観Ⅼから評価ࢩステ࣒とそれをᢅう⤌⧊構

造上のၥ題Ⅼを明確にし、望ましいプログラ࣒タ計と㐠Ⴀのᅾり方を考える上でのᙉຊなࢶールとなり

うる可能性が♧၀された。 
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௒ᚋは、タイプの異なる」ᩘのプログラ࣒㐠Ⴀ⤌⧊に対してこのࣔデルを㐺用し、さらなるࣔデルの

ᨵゞを行いたい。「プログラ࣒評価のための VSM」は⤌⧊構造に╔目した㟼的ࣔデルであり、⤌⧊を担

うアクターのಶே学⩦と⤌⧊学⩦の࣓カ࣒ࢬࢽに╔目した動的ࣔデルとの᥋合も௒ᚋの研究課題であ

る。 
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